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’「市の人口と世帯数－
46. 12. 1.現在

人口 29．567人

男 14． 488人

女 15． 079人

世帯 7． 717世帯
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高
市
藤

購
撫
鞠
蕊
一
鐵
蒲
懲
識
灘

自
治
功
労
者
な
ど
川
人
１
団
体

前列左から村田収入役、島村、郷土、鈴木市長、沼田、菅野、下山田助役

後列左から藤井、鈴木、相川、柴田、亘、小林、斎藤、円内佐川の各氏

市
民
表
彰

沼
田
保
雄
さ
ん
（
配
）

高
萩
四
六
一
農
業

昭
和
二
十
三
年
か
ら
二
十
四
年
七
カ
月

の
間
、
常
設
委
員
と
し
て
宇
内
の
土
木

行
政
、
農
林
、
河
川
の
補
修
等
に
献
身

的
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

郷
士
軍
治
さ
ん
（
帥
）

上
手
綱
二
六
○
一
農
業

松
岡
蚕
糸
農
業
組
合
長
と
し
て
二
十
年

間
活
蹴
さ
れ
、
生
産
団
体
の
育
成
と
養

蚕
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

島
村
サ
ト
さ
ん
（
西

春
日
町
二
の
四
六
和
裁
教
授

大
正
五
年
和
裁
塾
を
開
設
し
て
五
十
六

年
間
、
和
裁
の
指
導
に
あ
た
り
現
在
も

な
お
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

佐
川
亀
来
さ
ん
鬼
）

大
能
五
六
三
農
業

昭
和
十
五
年
か
ら
三
十
一
年
間
、
民
生

委
員
と
し
て
扣
当
区
内
の
被
保
護
、
要

保
護
世
帯
の
更
生
に
努
力
さ
れ
ま
し

た
。

菅
野
豊
稲
さ
ん
（
ひ

安
良
川
六
六
九
の
二
市
州
人

昭
和
二
十
八
年
市
役
所
建
設
課
に
仙
人

と
し
て
就
職
十
八
年
六
ヵ
月
の
間
、
人

夫
頭
と
し
て
指
導
監
督
し
、
市
道
の
維

持
補
修
に
専
念
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
三
日
勤
労
感
謝
の
日
、
才
一
回
市
民
表
彰

式
が
市
役
所
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
・

こ
れ
は
高
萩
市
制
Ｗ
周
年
記
念
日
で
も
あ
り
、
住
み
よ

い
街
づ
く
り
の
た
め
に
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
人
々
を

表
彰
す
る
も
の
で
、
今
回
は
川
人
１
団
体
に
表
彰
、
ほ

う
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た

ほ
う
賞

柴
田
勲
さ
ん
（
９

本
町
二
の
一
三
商
工
会
勤
務

高
萩
市
商
工
会
経
営
改
善
普
及
員
、
経

営
指
導
員
と
し
て
商
工
業
の
発
展
に
努

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

亘
孝
さ
ん
（
認
）

島
名
二
一
六
一
巡
査
長

高
萩
警
察
署
官
内
各
駐
在
所
に
勤
務
し

治
安
維
持
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
川
武
さ
ん
あ
）

若
栗
一
三
七
の
二
郵
便
局
員

昭
和
二
十
一
年
若
栗
郵
便
局
外
務
旨
と

し
て
就
職
、
一
貫
集
配
業
務
に
従
事
動

く
窓
口
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
林
正
治
さ
ん
（
蝿
）

本
町
四
の
一
六
自
転
車
店
経
営

体
育
指
導
員
、
野
球
審
判
部
長
と
し
て

社
会
体
育
振
興
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す

鈴
木
朝
夫
さ
ん
（
妃
）

高
浜
町
三
の
一
○
四
国
鉄
職
員

子
供
会
の
育
成
、
青
少
年
相
談
員
と
し

て
補
導
、
相
談
活
動
に
あ
た
り
、
市
民

体
力
つ
く
り
に
も
努
力
さ
れ
て
い
ま
す

斎
藤
雄
二
さ
ん
飼
）

上
手
綱
一
七
四
四
日
製
日
立
工
場

技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
国
際
大
会
で
優
勝

し
技
能
日
本
の
名
を
高
め
ま
し
た
。

高
萩
明
る
い
街
づ
く
り
推
進
協
議
会

代
表
藤
井
実
さ
ん

環
境
衛
生
の
美
化
活
動
に
常
々
従
事
し

そ
の
行
為
は
他
の
棋
範
で
あ
り
ま
す
。
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回市民号

予馬追菊人形
〉
第
二
回
高
萩
市
民
号
健
楽
し
い
レ
ク
リ
一

一
エ
ー
シ
ョ
ン
と
市
民
の
み
な
さ
ん
の
親
睦
を
一

一
か
ね
て
、
二
列
車
千
八
百
人
が
参
加
し
て
運
一｝

一
行
さ
れ
ま
し
た
。
（

一
く
も
り
空
の
高
萩
駅
を
出
発
し
て
福
島
県
一

一
原
町
市
へ
、
現
地
は
昨
夜
か
ら
の
雨
も
あ
が
一

一
り
う
す
れ
日
の
も
れ
る
中
で
、
夜
の
森
公
園
〈

〉
の
菊
人
形
を
観
賞
、
ま
た
こ
の
日
ひ
ば
り
が
一

一
原
の
臨
時
〃
野
馬
追
″
に
集
ま
っ
た
日
立
市
一

一
東
海
村
民
と
と
も
に
見
物
し
、
帰
り
の
車
内
〈

一
で
は
の
ど
自
慢
大
会
を
行
な
い
無
事
高
萩
駅
一

一
一
画
窪
震
謹
卦
勢
↑
犯
宝
玉
逵
斗
華
哩
蛙
詰
一

騨苛

篝
溌
篭
了
蕊
謎

△夜の森公園の菊まつりを観賞する

市民号みなさん

撮
影
）

拍
手
を

参
加
者

勢馬
武
者

△神旗争奪戦で神旗をとって本陣へ

かけのぼる騎馬武者

（市長賞＝福地逹定氏撮影）

市
民
号
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

今
回
は
、
は
じ
め
て
の
市
民

号
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
な
い

十
一
月
二
十
一
か
ら
三
日
間
高

萩
市
中
央
公
民
舘
で
催
さ
れ
た

文
化
祭
に
、
参
加
作
品
八
十
七

点
を
展
示
し
ま
し
た
が
多
数
の

参
観
者
か
あ
り
好
評
で
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す

市
長
賞
福
地
達
定
東
本
町

議
長
賞
児
玉
渭
寿
本
町

木
田
恒
夫
有
明
町

駅
長
賞
高
橋
ち
よ
子
〃

関
野
実
安
良
川

日
本
旅
行
多
賀
営
業
所
長
賞

斎
藤
暁
夫
駒
木
原

政
井
光
幸
〃

日
本
加
工
製
紙
高
萩
工
場
長
賞

小
林
敏
司
東
本
町

鈴
木
秀
隆
大
和
町

商
工
会
長
賞小

沢
い
ち
有
明
町

箕
輪
た
れ
子
〃

観
光
協
会
長
賞

矢
野
敏
男
島
名

神
長
卓
東
本
町

特
別
賞
高
橋
利
男
安
良
川

市
民
号
に
ご
意
見
を

市
民
号
に
つ
い
て
ご
意
見
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
参
加
さ
れ
て
の
感
想
、

今
後
の
市
民
号
の
運
転
、
日
程

と
費
用
、
行
っ
て
ゑ
た
い
と
こ

ろ
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
参
考
に

し
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
何
で

も
結
好
で
す
。

市
役
所
市
民
相
談
係
へ
郵
便
で

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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市
議
会
議
員
の
選
挙
は
、
十

一
月
二
十
四
日
午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
（
山
手
地
区
は
午
後

四
時
）
ま
で
市
内
二
十
五
カ
所

の
投
票
所
で
行
な
わ
れ
ま
し
た

引
き
続
き
市
役
所
大
会
議
室

で
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
開
票

が
行
な
わ
れ
、
午
後
十
一
時
、

二
十
七
人
の
候
補
者
の
中
か
ら

二
十
四
人
の
新
し
い
市
議
会
議

員
が
き
ま
り
、
こ
れ
か
ら
四
年

間
、
高
萩
市
政
の
進
展
の
た
め

活
躍
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

当
日
の
有
権
者
は
男
九
、
六

五
六
人
、
女
一
○
、
二
五
一
人

計
一
九
、
九
○
七
人
と
前
回
（

四
十
二
年
）
の
選
挙
よ
り
九
九

二
人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
も
つ
と
も
身
近
か
な

各投票所別状況
一
一司鵜《|捷蕊人鳥 蕊票篭投票区

十
四
人
の
市
議
決
ま
る

投
票
率
八
九
・
五
％
両
叩

’高萩第1
高萩第2
高萩第3
高萩第4
駒木原
安良川
石 滝
島 名
秋 山
秋山下

北 方
福 平
上手綱第1
上手綱第2
上手綱第3
下手綱
高戸第1
高戸第2
赤 浜
若 栗
横 川
下君田
上君田
大 能

中戸川
合 計

i田

内訳|要
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０
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０
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３
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１
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１
８
９

３
６
６
３
６
７
６
１
１
７

５
４
２
６
７
３
２
８
１
５

●
■
■
■
今

１
１
３
１
２
１

市
教
育
長
に
長
久
保
厚
氏

討
轄
匙
下
山
田
尚
方
氏
を
任
命

驫
蕊
》
箪
恥
ゞ
《
嬢
篭
》
牒
瑠
蝿
賊

育
長
に
就
任
さ

ざ
る
九
月
二
十
三
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

れ
た
定
例
市
議
会
で
、
長
久
保
こ
れ
は
、
前
教
育
長
下
山
田

厚
氏
を
教
育
委
員
に
選
任
す
る
尚
方
氏
が
九
月
三
十
日
で
任
期

選
挙
と
あ
っ
て
、
有
権
者
の
関

心
も
高
ま
り
、
投
票
率
と
し
て

は
福
平
投
票
区
の
一
○
○
。
〈
１

セ
ン
ト
を
は
じ
め
、
全
体
で
八

九
。
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
示
し
ま

し
た
が
、
前
回
よ
り
は
一
。
三

．
〈
１
セ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

ま
た
、
女
性
の
投
票
率
は
九

５
７
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０
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０
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０
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２
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７
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９
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６
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５
７
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８
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６
７

７
４
３
０
８
３
９
６
９
０
９
９
２
４
５
１
０

５
３
６
３
３
９
２
４
３
２
２
３
１
２
９

１
９

１

９
９
９
１
２
２
４
４
９
８
９

８
８
８
９
９
９
９
９
８
８
８

一
・
○
・
ハ
ー
セ
ン
ト
と
男
性
の

八
八
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回

り
、
当
市
に
お
け
る
女
性
の
政

治
意
識
が
向
上
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
当

選
さ
れ
た
方
狗
の
紹
介
は
四
、

五
面
に
掲
載
し
ま
し
た
。

５
９
０
５
０
５

５
６

９
２

４
３

８
９

６
１

５
５

６
２

９
０１

るを０
●
Ｉ
１
０
Ｉ
ｆ
ｊ
Ｊ
〃

西
泰
西
毒
酉
示

２
７
２

３
８

７７１数
数
り

票
票
帰

効
効
ち

有
無
持

Ｉ

満
了
と
な
り
退
職
さ
れ
た
た
め

で
す
。長

久
保
氏
は
、
昭
和
三
年
茨

城
県
師
範
学
校
（
現
茨
城
大
学

教
育
学
部
）
を
卒
業
さ
れ
、
同

年
四
月
か
ら
教
壇
に
立
ち
、
昭

和
四
十
三
年
三
月
ま
で
、
そ
の

間
松
岡
町
議
会
議
員
一
年
を
つ

と
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
四
十
一

年
の
間
子
弟
の
教
育
に
尽
さ
れ

ま
し
た
。
学
校
長
と
し
て
は
松

岡
、
櫛
形
、
十
王
中
学
校
、
大

津
小
学
校
の
各
学
校
を
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。

（
赤
浜
五
、
六
十
三
才
）

新
設
さ
れ
た
高
萩
市
中
央
公

民
舘
は
九
月
二
十
五
日
完
成
し

ま
し
た
が
、
初
代
舘
長
と
し
て

前
教
育
長
下
山
田
尚
方
氏
が
十

月
一
日
付
で
任
命
さ
れ
ま
し
た

下
山
田
氏
は
昭
和
三
十
年
十

一
月
教
育
委
員
に
選
任
さ
れ
、

昭
和
三
十
三
年
五
月
か
ら
教
育

長
と
し
て
、
四
十
六
年
九
月
三

十
日
の
任
期
満
了
で
勇
退
さ
れ

る
ま
で
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
秋
山
二
○
一
、
七
十
一
才
）

市
教
育
委
員
長
に

鈴
木
猷
氏

ゞ
癖
蕊
瀞
さ
る
十
月
一
日

《
》
難
欝
溺
蕊
橇

写
真
Ｉ
が
同
日
付
で
教
育
委
員

長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

同
氏
は
昭
和
四
十
年
十
月
一
日

か
ら
教
育
委
員
を
つ
と
め
て
お

ら
れ
ま
す
。

若
い
人
達
に
負
け
ず
元
気
に
先

頭
を
歩
き
通
さ
れ
た
の
に
は
敬

服
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
歩
き
な
が
ら
大
能
の

山
神
様
へ
月
詣
り
し
た
こ
と
な

ど
歩
く
こ
と
に
親
し
ん
だ
昔
の

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
と

か
く
体
力
の
不
足
か
問
題
と
な

っ
て
い
る
最
近
の
傾
向
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
現
代
の
目
ま
ぐ
る
し
い

社
会
生
活
の
中
で
「
歩
く
」
と

い
う
一
見
反
時
代
的
、
非
能
率

秋
晴
れ
の
十
月
十
七
日
、
第

二
回
市
民
体
力
つ
く
り
歩
く
会

が
、
多
数
の
市
民
の
参
加
を
得

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
、
明
治
二
十
五
年
生

ま
れ
の
お
ば
あ
さ
ん
を
は
じ
め

何
人
か
の
お
と
し
よ
り
達
が
、

… 市長随想

一‘－－

鍵＄

的
に
さ
え
思
わ
れ
る
動
作
の
持

つ
意
義
を
、
私
達
は
も
つ
と
学

ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

最
近
と
も
す
れ
ば
断
絶
と
か

疎
外
と
か
の
言
葉
が
用
い
ら
れ

社
会
全
体
が
あ
せ
り
や
相
互
不

信
か
ら
、
殺
風
景
に
な
り
が
ち

で
す
が
、
そ
の
原
因
の
一
つ
と

し
て
、
激
し
い
社
会
情
勢
の
中

で
人
々
が
落
着
き
を
失
い
、
動

く
個
室
と
も
い
わ
れ
る
自
動
車

の
普
及
か
ら
、
生
活
形
態
が
閉

鎖
的
、
自
巳
本
位
的
に
な
り
が

Ｉ
＃
‐
‐
；
ｉ
町
～
ｉ
ち
で
あ
る
こ
と

一
が
考
え
ら
れ
る

当
ご
〈
と
思
い
ま
す
。

し
太
一
歩
く
こ
と
に
よ

の
藤
一
睡
唾
些
艤
喝
恥

た
木
一
赴
錘
私
垂
宗
嘩

／
、
鈴
一
よ
っ
て
得
ら
れ

歩
一
る
心
の
ゃ
す
ら

く
ぎ
、
人
を
信
ず

、
‘
Ｉ
Ｊ
Ｉ
、
Ｉ
Ｊ
Ｉ
‐
Ｉ
Ｊ
ｆ
ｌ
、

‐
、
Ｊ
ｆ

る
こ
と
の
た
の

し
さ
な
ど
、
車
の
生
活
で
は
味

わ
い
得
な
い
貴
重
な
収
穫
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
・

毎
日
の
忙
し
さ
に
紛
れ
、
と

か
く
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
「
歩
く
」
と
い
う
人
間
本

能
の
よ
ろ
こ
び
・
を
、
久
し
振
り

に
床
わ
う
と
と
も
に
市
民
一
団

と
な
っ
て
歩
く
姿
の
中
か
ら
、

明
る
い
健
康
な
市
つ
く
り
を
目

ざ
し
て
進
む
決
意
を
、
あ
ら
た

め
て
胸
に
刻
む
こ
と
が
で
き
た

貴
重
な
一
日
で
し
た
。
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(4）ぎ市報 た か は(12月号）

蕊

苣

反

一

雲

華

我

￥

催

二

三

亮

Ｈ

大

和

田

知

之

有
明
町
一
の
二
○
、
大
正
三
年

一
月
一
日
、
無
所
属
、
旅
舘
業

五
期
、
二
十
一
番

工
業
団
地
の
早
期
完
成
を
期
し

市
財
政
力
の
強
化
と
市
民
福
祉

の
増
進
に
努
力
し
ま
す
。

つとめる人たち－
一

住所、生年月日、所属政党、職業、市議会議員の任期は何期目、番号は議牌
番号です。次に今回市議会議員になられての、所信ミをうかがいました。

会昌全
しべ一 委 貝務文教厚生委 ㈱

蕊露 》 1

正
大
久
保
渭

上
手
綱
一
一
一
一
、
昭
和
五
年

三
月
九
日
、
日
本
社
会
党
、
会

社
社
長
、
五
期
、
二
十
三
番

高
萩
市
の
躍
進
と
、
皆
さ
ん
の

ご
期
待
に
そ
う
べ
き
、
一
層
の

努
力
を
傾
注
し
て
頑
張
り
ま
す

副
北
畠
暢
男

本
町
四
の
八
四
、
大
正
九
年
十

月
二
十
三
日
、
無
所
属
、
会
社

員
、
二
期
、
四
番

「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
「
日

に
日
に
新
た
に
日
に
蛍
た
新
た

な
り
」
を
信
条
に
努
力
し
ま
す

寺
岡
七
郎

肥
前
町
一
の
一
三
二
、
昭
和
十

七
年
七
月
二
十
五
日
、
日
本
共

産
党
、
会
社
員
、
初
期
、
二
番

激
動
す
る
情
勢
の
中
で
市
民
の

立
場
に
た
っ
て
諸
問
題
の
解
決

に
全
力
を
つ
く
す
決
意
で
す
。

正
鈴
木
好
之

島
名
二
四
九
、
大
正
三
年
五

月
二
十
三
日
、
無
所
属
、
農
業

六
期
、
十
二
番

老
朽
校
舎
の
解
消
と
幼
児
教
育

に
重
点
を
お
き
、
あ
わ
せ
て
市

民
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

副
佐
川
安
応

大
能
三
四
一
、
大
正
十
四
年
一

月
一
日
、
無
所
属
、
農
業
、
二

期
、
十
五
番

市
民
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
り

行
政
と
の
。
〈
イ
ブ
役
と
し
て
懸

命
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

近
藤
孝
一

秋
山
三
八
八
の
二
、
大
正
十
三

年
一
月
三
十
一
日
、
公
明
党
、

食
品
販
売
業
、
二
期
、
七
番

公
害
の
な
い
住
み
よ
い
生
活
環

境
と
恵
ま
れ
た
社
会
保
障
の
実

現
に
努
力
し
ま
す
。

幻

蕊雲
ｔ
ｔ

＃

‘

蕊議

篠
原
新
一
郎

下
手
綱
七
○
四
、
昭
和
九
年
五

月
二
十
日
、
無
所
属
、
農
業
、

初
期
、
五
番

市
民
の
声
に
よ
る
市
政
の
確
立

執
行
部
に
対
す
る
協
力

緑
を
中
心
と
す
る
市
の
開
発

大
部
薫

中
戸
川
一
八
七
八
、
明
治
四
十

四
年
六
月
二
十
二
日
、
無
所
属

農
業
、
三
期
、
十
六
番

道
路
網
の
開
設
と
整
備

農
林
業
の
近
代
化
と
過
疎
対
策

東
地
区
の
排
下
水
路
の
完
備

鈴
木
一
二

上
君
田
一
○
二
五
、
昭
扣
七
年

二
月
二
日
、
無
所
属
、
製
材
業

初
期
、
十
八
番

市
民
本
意
の
市
政
に
す
る
た
め

各
層
と
語
り
誠
実
に
審
議
し
市

民
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

佐
藤
隆
一

安
良
川
二
七
二
、
大
正
十
四
年

十
月
二
十
六
日
、
日
本
社
会
党

国
鉄
職
員
、
二
期
、
八
番

市
の
総
合
的
開
発
計
画
を
梱
立

し
公
害
を
な
く
し
環
境
保
全
し

市
民
生
活
と
健
康
を
守
り
ま
す

大
高
省
三

大
和
町
一
の
七
、
昭
和
五
年
二

月
二
十
日
、
無
所
属
、
質
業

初
期
、
十
七
番

議
員
間
の
話
合
い
を
通
じ
て
議

会
が
本
当
に
市
民
の
側
に
た
っ

て
機
能
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

大
部
昭
雄

秋
山
一
六
四
九
、
昭
和
二
年
二

月
十
八
日
、
無
所
属
、
農
業
、

初
期
、
三
番

総
合
開
発
を
促
進
し
自
主
財
源

の
増
加
を
図
る
。
年
次
計
画
の

も
と
に
市
道
舗
装
を
推
進
す
る

議
長
に
大
和
田
知
之
氏

副
議
長
に
棚
谷
立
夫
氏

を
選
出

、
月
型
日
、
市
議
会
議
員
一
一

般
選
挙
に
よ
っ
て
、
新
し
く
誕

生
し
た
市
議
会
議
員
に
よ
る
初
・

議
会
は
、
皿
月
調
日
午
前
９
時

か
ら
全
員
出
席
し
て
開
か
れ
ま
一

し
た
。

▽
会
議
は
、
最
年
長
の
鈴
木
藤
一

雄
礒
員
（
七
二
才
）
が
正
式
の
》

縦
長
が
決
ま
る
ま
で
臨
時
議
長
華

を
つ
と
め
、
歳
席
を
指
定
し
た
一

あ
と
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
識
長
一

に
大
和
田
知
之
氏
が
選
ば
れ
ま
』

し
た
。
続
い
て
副
議
長
選
挙
が
一

行
な
わ
れ
、
副
議
長
に
棚
谷
立
一

夫
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

▽
次
に
高
萩
市
議
会
常
任
委
員
一

会
の
選
任
が
行
な
わ
れ
上
表
の
一

よ
う
な
柿
成
に
な
り
ま
し
た
。

▽なお各種委員の選出も行なわれ、高萩市及び十王町

衛
生
組
合
の
議
員
、
高
萩
、
北

茨城と畜場組合の議員、監査委員を選出しました。

▽
つ
づ
い
て
上
程
議
案
四
件
の

理
由
説
明
と
審
議
が
行
な
わ
れ

昭
和
四
十
六
年
度
高
萩
市
一
般

会
計
予
算
の
補
正
と
し
て
、
谷

地
川
下
水
路
改
修
事
業
費
な
ど

一
五
、
○
○
○
千
円
を
追
加
し

総
額
一
、
二
九
○
、
八
四
一
千

円
と
す
る
ほ
か
議
案
三
件
か
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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(5） 市 報 た か は ぎ (12月号）

副議長

棚
谷
立
夫

秋
山
二
四
四
、
大
正
五
年
十
一

月
七
日
、
無
所
属
、
米
穀
業
、

三
期
、
六
番
、
経
済
委
員
会
、

山
手
地
区
の
開
発
と
幼
稚
園
の

開
設
、
市
街
地
の
道
路
、
下
水

道
の
整
備
に
努
力
し
ま
す
。

-4年間市
呂
＝

ﾛ を嫁

新しく誕生した市議会議員を紹介しましょう。

名前の上の「正」は常任委員長「副」は常任屑ll委員長です。

経済委員会

燃:;､“ ，鋪溌

会員委建
三ITJ

亟

；
咄

蕊鱗
正
吉
田
秀
吉

高
戸
二
○
五
、
明
治
四
十
一
年

二
月
二
十
五
日
、
無
所
属
、
会

社
重
役
、
六
期
、
十
皿
番
、

博
愛
と
誠
実
の
精
神
を
忘
れ
ず

住
民
す
べ
て
が
幸
福
に
暮
ら
せ

る
市
造
り
に
専
心
努
力
し
ま
す

副
小
山
政
男

上
手
綱
一
六
一
五
、
明
治
三
十

九
年
十
二
月
十
六
日
、
無
所
属

農
業
、
二
期
、
二
十
番

市
民
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て

道
路
河
川
用
水
路
耕
地
教
育
施

設
等
の
整
備
に
尽
し
ま
す
。

小
田
木
四
郎

安
良
川
一
八
、
明
治
四
十
三
年

六
月
十
三
日
、
無
所
属
、
会
社

社
長
、
三
期
、
十
番

立
候
補
の
公
約
を
守
り
市
民
の

福
祉
向
上
と
魅
力
あ
る
市
造
り

に
全
力
投
球
し
ま
す
。

鈴
木
茂

東
本
町
二
の
七
七
、
昭
和
八
年

四
月
十
日
、
無
所
属
、
酒
類
販

売
業
、
初
期
、
十
一
番

市
民
の
憂
い
を
な
く
す
た
め
明

る
い
豊
か
な
街
造
り
に
常
に
議

会
は
良
識
の
府
で
あ
り
た
い
。

正
鈴
木
朝
記

横
川
九
八
五
、
明
治
三
十
四
年

四
月
二
日
、
無
所
属
、
農
業

三
期
、
一
番

高
萩
市
議
会
人
と
し
て
地
方
自

治
の
究
極
の
目
標
達
成
に
全
力

投
球
い
た
し
ま
す
。

副
根
本
栄

鳥
名
二
二
五
四
の
一
、
大
正
十

五
年
四
月
二
十
一
日
、
無
所
属

農
業
、
初
期
、
二
十
二
番

新
し
い
希
望
の
も
て
る
市
造
り

に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

９
１
６
．
１
，
０
ｈ
’
０
ｌ
ｂ
ｈ
Ａ
Ｌ
０
‐
可
６
１
‐
０
ｈ
ｈ
６
．
１
１
０
ｈ
ｌ
ｌ
ｌ
０
・
ｑ
ｂ
ｈ
０
１
６
１
０
６
１
１
１
４
４
１
１
１
・
’
’
’
１
１
１
４
１
１
ｌ
１
ｈ
ｂ
ｌ
’
６
Ｌ
０
１
０
ｑ
６
ｌ
ｌ
』

壷
一

一
常
任
委
員
会
の
仕
事
の
保
険
衛
生
、
福
祉
、
塾
具

》
常
任
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
鐸

墨
の
担
当
事
項
に
つ
い
て
の
議
◇
経
済
委
員
会
．
．
…
市
の
農
林
毎

》
案
請
願
、
陳
情
な
ど
の
辮
査
畜
産
、
商
工
観
光
事
業
な
ど
》

》
並
び
に
調
査
を
し
ま
す
。
産
業
の
発
展
振
興
策
な
ど
に
垂

吾
◇
総
務
委
員
会
…
；
・
市
の
総
合
つ
い
て
群
議
し
ま
す
。

霊
的
な
企
画
、
税
務
、
消
防
な
◇
建
設
委
員
会
；
・
・
・
市
の
道
路
》

》
ど
他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い
橋
り
ょ
う
、
水
道
な
ど
建
設
》

一
事
項
に
つ
い
て
群
議
し
ま
す
事
業
に
つ
い
て
群
議
し
ま
す
》

》
◇
文
教
厚
生
委
員
会
…
：
，
市
民

浄
輔
＃
肘
照
削
甑
鼎
叫
細
＃
§
＄
欺
冊
＃
１
ｈ
＄
＃
＃
＃
Ｉ
Ｎ
Ｉ
§
＃
側
し

織鴬 科
L

雁
仙
酔
侭
紳
冊
ｒ
膿
干
Ｉ
Ｆ
帆
．

蝋

鈴
木
藤
雄

大
和
町
二
の
一
四
、
明
治
二
十

四
年
一
月
二
日
、
無
所
属
、
酒

類
販
売
業
、
六
期
、
九
番

工
業
、
住
宅
団
地
．
ダ
ム
、
水

道
の
早
期
開
発
、
谷
地
川
、
高

浜
下
水
道
の
改
修
に
努
め
ま
す

阿
部
正
寿

上
手
綱
二
八
○
二
、
明
治
四
十

一
年
一
月
十
五
日
、
無
所
屈
、

会
材
役
員
、
三
期
、
十
九
番

地
域
附
発
、
道
路
、
下
水
道
の

整
備
、
学
校
施
設
の
拡
充
等
明

る
い
街
造
り
に
ま
い
進
し
ま
す

飯
田
邦
昭

島
名
二
一
五
九
昭
和
八
年
十

月
五
日
、
無
所
属
、
製
麺
業
、

二
期
、
十
三
番

全
身
を
自
治
伸
展
の
た
め
打
込

ん
で
参
る
覚
悟
で
す
か
ら
よ
る

Ｌ
く
お
願
い
し
ま
す
。

石
安
太
郎

春
日
町
二
の
二
五
、
大
正
七
年

十
月
三
十
日
、
無
所
属
、
酒
類

販
売
業
、
二
期
、
二
十
四
番
、

明
朗
な
市
議
会
の
確
立
と
「
明

る
い
住
翠
よ
い
高
萩
市
」
の
発

展
の
た
め
努
力
し
ま
す
。

当
日
決
っ
た
各
委
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◇
監
査
委
員
｛
議
会
選
出
）

大
部
薫

◇
高
萩
市
及
び
十
王
町
衛
生
組

合
議
会
謡
員
（
七
人
）

寺
岡
七
郎

鈴
木
藤
雄

小
田
木
四
郎

鈴
水
好
之

鈴
木
一
二

大
和
出
知
之

石
安
太
郎

◇
高
萩
、
北
茨
城
と
畜
場
組
合

議
会
議
員
（
九
人
）

大
部
昭
雄

篠
原
新
一
郎

棚
谷
立
夫

近
藤
孝
一

鈴
木
茂

飯
田
邦
昭

侘
川
安
応

大
部
薫

阿
部
正
寿

◇
議
会
運
営
委
員
会
委
員

委
員
長
阿
部
正
寿

副
〃
大
部
薫

委
員
寺
岡
七
郎

″
近
藤
孝
一

″
鈴
木
藤
雄

〃
鈴
木
茂

″
佐
藤
隆
一

″
石
安
太
郎
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市報宇彬癖幽蕊蕊箪蕊

驚議

蝉》麹一》

蕊

》

蕊

酔
民
癖
結
婚
式
の
第
一
号

記
念
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
を
植
樹

一

岬

》
‐
認

麹

闇

蕊

》

》

蝿

蝿

》

》

》

噌

癖

函

偲

畷

通

解

一
『
一
一
一
一
一
二
二
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
『
一
一
二
一
一
一
』
］
’
’
一
｜
｛
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
『
｜
『
｜
｛
｜
｜
》
『
一
一
『
’
一
一
一
』
『
一
一
一
一
一
一
一
一
蝿
一
一
一
一
一
宮
一
三
一
一
一
一
一
一
画
一
一
一
一
一
一
一
一
画
『
一
一
一
一
一
一
一
吟
一
一
昌
一
一
一
》
二
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一

蕊
ﾖ『 盃

おおぜいの観覧人でにぎわった

ノノ文化祭/／
11月2日から同23日まで、中央公民舘と春日児童公園に

おいて文化祭が行なわれました。中央公民館では盆栽、雪

道、絵画、写真、人形、短歌、俳句などの展示会、茶道会

農嚴物の即売会など、春日児童公園では菊花展が催され、

連日多数の観覧人でにぎわいました。

大
安
吉
日
の
十

一
月
二
十
五
日
完

成
さ
れ
た
中
央
公

民
舘
で
最
初
の
結

婚
式
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
新
郎
は

斎
藤
覚
さ
ん
（
蝿
）

Ⅱ
肥
前
町
Ⅱ
ホ
ソ

ガ
ネ
勤
務
、
新
婦

は
大
友
幸
恵
さ
ん

（
卯
）
Ｉ
尚
浜
町

の
二
人
で
市
長
か

ら
記
念
品
が
贈
ら

れ
、
こ
の
あ
と
二

人
で
公
民
補
南
側

に
記
念
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
杉
二
本
を
柚
え

ま
し
た
。

篭
…

蕊

＝

識

灘

f
農

『蕊
§

180号の大作「県庁」
しめやかに戦没者追悼式

村田猛さんが市に寄贈

公民舘玄関ホールに、 日本美術院展入賞、茨城県秀作展選抜

作品の日本|画が'奇贈されました。 この絵は村田猛氏によって描

かれ、林の中にレンカ．色をした県庁を背景に、たて1．7メート

ル、棚2．2メートルのゑごとなもので、公民鯨利用者の目をひ
いています。

菊薫るn月17日、恒例の市戦没者追'|卓式が中央公民舘にお

いてご遺族、来賓多数参加のもとにしめやかに行われまし

た。式は市長の式辞、市議会議長、遺族会長、来賓のかた

がたから迫|卓の辞がのべられ参列者一同当時をしのび尊い

犠牲となられた御英霊に対し、敬けんな慰霊のまことを捧

げました。

必
鋸
舞
と
溝
贈
賄

”
潔
鐸
て
き
ま
し
た
。

■

２

《
Ｐ
宅
℃
即

岬
活
産
駐
鯆
誠

一
生
・
し
ぬ
上
で
画
隼

、
《
●
・
剣
度
末
で
す
。

歳
暮
（
せ
い
ぼ
）
と
い
う
の
は

年
の
碁
と
か
年
末
と
い
う
意
味

で
す
が
ご
く
昔
年
神
様
と
晴

れ
の
食
事
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
お
互
の
関
係
を
深
め
る
と
い

う
考
え
か
た
か
ら
始
ま
っ
た
も

の
で
、
本
来
は
生
き
て
い
る

机
先
で
あ
る
親
の
健
康
を
祝
う

た
め
に
正
月
用
の
モ
チ
や
魚
を

持
参
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
日
ご

ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
目
上

の
人
や
先
輩
へ
の
お
礼
心
の
表

現
と
な
っ
て
現
在
に
引
き
つ
が

れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
歳
暮
の
贈
答
品
に
食
物

が
多
く
選
ば
れ
る
の
は
、
そ
う

い
う
く
ら
し
の
上
の
歴
史
が
あ

る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し

こ
れ
が
高
じ
て
、
も
ら
っ
た
か

ら
す
ぐ
お
返
し
を
・
・
…
・
と
考
え

る
の
は
少
し
行
き
す
ぎ
で
す

お
返
し
は
、
し
ば
ら
く
間
を

お
い
て
す
る
の
が
礼
儀
と
い
う

も
の
。
し
か
も
デ
・
ハ
ー
ト
あ
た

り
に
ま
か
せ
て
配
達
さ
せ
て
は

お
礼
心
の
半
分
も
届
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
お
歳
暮
が
神
様
と
の
つ

き
合
い
か
ら
人
間
関
係
の
潤
滑

油
と
し
て
今
日
ま
で
続
い
て
い

る
風
習
は
相
互
の
健
康
と
敬
意

の
現
わ
れ
で
す
か
ら
「
持
参
」

と
い
う
手
数
を
か
け
て
こ
そ
意

味
が
あ
る
わ
け
で
す
。
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民
生
、
児
童
委
員
き
ま
る

福
祉
問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
を

十
一
月
三
十
日
で
任
期
満
了
翠
子
（
東
本
町
一
、
二
、
三
の

と
な
っ
た
市
の
民
生
委
員
、
児
一
部
）
▽
渡
辺
竹
彦
（
有
明
町

童
委
員
は
、
新
た
に
依
嘱
さ
れ
一
、
二
）
▽
鈴
木
勝
子
（
有
明

た
八
人
を
含
め
四
十
七
人
の
方
町
三
）
▽
政
井
光
之
助
（
肥
前

々
が
十
二
月
一
日
付
で
委
堀
さ
町
、
東
本
町
三
、
四
）
▽
横
山

れ
、
こ
れ
か
ら
三
年
間
市
の
福
き
率
（
高
浜
町
一
、
二
）
▽
佐

祉
事
業
に
協
力
さ
れ
る
こ
と
に
藤
弘
（
高
浜
町
三
西
）
▽
杉
山

な
り
ま
し
た
。
き
く
（
高
浜
町
三
束
）
▽
藤
山

老
人
、
母
子
、
児
童
、
身
体
知
喜
（
高
浜
町
日
加
）
▽
沼
野

障
害
な
ど
福
祉
問
題
に
つ
い
て
義
次
（
安
良
川
七
’
十
一
）
▽

は
担
当
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
照
山
三
五
郎
（
安
良
川
－
１
六
）

い
。
（
）
内
は
担
当
地
域
で
す
▽
丹
た
ま
（
安
良
川
十
二
’
十

▽
有
賀
多
喜
子
（
本
町
一
、
大
四
）
▽
開
三
郎
（
安
良
川
十
二

和
町
二
）
▽
石
川
信
吉
（
本
町
１
十
七
）
▽
柴
田
仲
義
（
石
滝
）

二
、
三
）
▽
大
内
輝
子
（
本
町
▽
川
井
武
（
防
名
一
、
二
）
▽
根

四
、
春
日
町
三
）
▽
安
藤
啓
次
本
昇
（
川
名
三
南
、
北
、
上
）

（
春
日
町
一
、
二
）
▽
佐
川
光
子
▽
久
保
田
武
志
（
島
名
五
、
秋

（
大
和
町
一
、
二
）
▽
小
豆
畑
山
中
三
’
五
、
北
方
三
）
▽
下

隆
（
大
和
町
三
、
四
）
▽
石
塚
た
山
田
燕
（
秋
山
下
一
’
三
）
▽
小害事命な '」機加

運
動
即
蝸

森
忠
義
（
秋
山
下
四
、
秋
山
坑
）

▽
沼
田
章
（
秋
山
中
一
、
二
、

福
平
）
▽
大
都
貞
喜
（
秋
山
上

北
方
一
、
二
）
▽
大
須
賀
幸
男

（
高
萩
炭
坑
社
宅
）
▽
大
部
英

子
（
秋
山
上
四
．
五
、
和
野
）

▽
神
永
四
郎
吉
（
台
高
萩
、
駒

木
原
）
▽
柴
田
萩
子
（
行
人
塚
、

石
河
原
）
▽
国
井
梅
夫
（
高
戸
）

▽
鈴
木
タ
ョ
（
赤
浜
）
▽
田
村

義
公
（
上
宿
、
北
久
保
）
▽
鈴

木
己
之
太
郎
（
下
手
綱
）
▽
永

山
た
け
（
雄
子
の
尾
、
石
崎
）

第
二
十
九
回
国
民
体
育
大
会

高
萩
市
準
備
委
員
会
が
実
行
委

員
会
に
変
り
ま
し
た
》

二
十
九
回
脳
体
が
、
剛
十
九

年
に
茨
城
県
で
Ⅲ
催
さ
れ
る
こ

者
側
も
ま
た
被
害
者

正
月
早
友
交
通
事
故

家
が
悲
し
い
思
い
群

ぱ
な
り
ま
せ
ん
》
こ

こ
と
が
な
い
よ
う
に

と
り
が
交
通
安
全
責

交
通
事
故
を
防
止
ｌ

活
を
確
立
し
ま
し
よ

今
季
も
十
二
月
二

来
年
の
一
月
十
日
主 を故者生よし意I

国
体
実
行
委
員
会
が
発
足

卿
年
に
高
松
宮
杯
癖
謹

側
も
、
お

の
た
め
一

し
な
け
れ

の
よ
う
な

ひ
と
り
ひ

識
を
高
め

明
る
い
生

点
ノ
。

十
日
か
ら

で
年
末
年

▽
星
さ
と
（
杉
岡
、
杉
内
、
大

工
町
、
小
和
田
、
粕
内
）
▽
小

松
秀
子
（
川
側
、
す
ど
れ
、
石

舟
）
▽
小
山
ひ
さ
子
（
堀
の
内

畑
中
、
前
の
内
、
二
本
杉
）
▽

佐
藤
享
子
（
千
代
田
、
滝
の
脇

金
成
、
豊
栄
）
▽
鈴
木
保
（
千

代
田
）
▽
滝
五
雄
（
関
口
、
望
海

）
▽
豊
田
武
門
（
横
川
）
▽
大

徳
辰
雄
（
下
君
田
）
▽
豊
田
四

郎
次
（
上
君
田
）
▽
沼
田
ヨ
シ

（
若
栗
）
▽
佐
川
順
一
郎
（
大

能
）
▽
金
沢
武
男
（
中
戸
川
）

始
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

今
度
の
運
動
は
、
歩
行
者
等

の
安
全
確
保
と
無
免
許
、
飲
酒

運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
等
の
指

導
取
締
り
の
強
化
を
重
点
目
標

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
道
路
交
通
法
の
一
部

か
改
正
に
な
り
十
二
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
、
歩
行
者
保
護
の

規
定
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、

歩
行
者
が
正
し
く
道
路
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
の
が
先
決
で
す

交
通
事
故
は
、
道
路
を
利
用

と
が
正
式
に
決
定
さ
れ
、
こ
れ

を
機
会
に
県
、
お
よ
び
会
場
地

市
町
村
で
は
そ
れ
ぞ
れ
実
行
委

員
会
に
き
り
か
え
ら
れ
ま
す
。

高
萩
市
で
は
、
十
一
月
十
一
日

ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１

Ｉ
１
１
１
１
－
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
’
’

一
一
朝
、
夕
の
冷
え
込
ゑ
が
激
し
の
投
げ
す
て
、
不
始
末
§
マ
ッ
ー
ー

一
一
く
な
り
、
「
火
」
を
使
う
こ
と
が
チ
の
い
た
ず
ら
、
た
き
火
の
不
一

一
一
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
空
気
始
末
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
一
一

一
一
が
乾
燥
し
て
く
る
季
節
に
加
え
断
や
不
注
意
か
ら
出
火
し
て
い
一
｜

一
一
ど
こ
の
家
庭
で
も
ス
ト
ー
ブ
や
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。
一
一

一
一
こ
た
つ
な
ど
の
暖
一
房
器
具
を
使
火
災
は
家
や
財
産
を
一
瞬
の
一
一

一
一
ぅ
た
め
火
災
の
心
到
罫
淑
埋
勾
幻
っ
ぺ
〆
司
，
う
ち
に
灰
に
し
一
一

一
発
生
率
が
高
く

し
て
い
る
火
が
あ
る
て
し
ま
う
ば
か
一
一

一
一
な
り
ま
す
。
ノ
ー
ｌ
く
１
，
，
１
４
く
ノ
ー
～
り
で
な
く
、
人
一
一

一
一
市
中
の
火
災
は
、
今
年
に
な
命
ま
で
も
奪
っ
て
し
ま
う
恐
ろ
一

一
一
っ
て
十
九
件
、
損
害
額
に
し
て
し
い
も
の
で
す
。

一
報
。
一
計
緬
蝸
唖
価
津
葎
蛭
卿
踞
痙
他
埜
噛
垂
誠
峡
嘩
鏥
球
幸
雄
一
一

一
一
の
お
も
な
も
の
は
、
風
呂
釜
の
一
人
が
防
火
意
識
を
高
め
て
い
｜
｜

一
夏
〈
常
燃
焼
、
油
火
災
、
タ
バ
「
｜
く
心
が
け
が
必
要
で
す
。

ｒ
ｌ
ｊ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
１
１
１
Ｉ

結
成
総
会
を
開
き
、
才
二
十
九

回
国
民
体
育
大
会
高
萩
市
実
行

委
員
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た

市
長
を
会
長
と
て
、
市
識
会

議
員
を
は
じ
め
、
市
内
各
届
か

ら
の
代
表
者
一
九
○
余
人
の
委

す
る
歩
行
者
、
自
転
者
乗
用
者

運
転
者
な
ど
す
べ
て
の
人
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
実
践
し
て
は

じ
め
て
防
止
で
き
る
訳
で
す
。

だ
れ
も
が
交
通
事
故
防
止
巡

動
に
協
力
し
ま
し
よ
う
。

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
か
わ
り
め
が
い
ち
ば
ん

あ
ぶ
な
い
青
信
号
」

「
事
故
防
止

ゆ
ず
る
心
に
待
つ
心
」

「
よ
い
子
は

よ
く
み
て
よ
い
横
断
』

員
を
委
嘱
し
、
今
後
の
実
行
体

制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
諸
準

備
に
万
全
を
期
す
る
も
の
で
す

四
十
七
年
九
月
に
は
、
国
体

の
り
〈
１
サ
ル
と
し
て
新
し
く

完
成
す
る
市
営
野
球
場
に
お
い

て
、
高
松
宮
賜
杯
全
日
本
炊
式

野
球
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
「
水
と
緑

の
ま
ど
こ
ろ
国
体
」
を
成
功
さ

せ
る
た
め
、
市
民
運
動
を
展
開

い
た
し
ま
す
。

ま
ち
全
体
を
花
で
か
ざ
り
、

「
明
る
く
、
す
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
四
十
九

年
に
開
催
さ
れ
る
国
体
に
は
、

遠
く
か
ら
来
る
選
手
、
役
員
を

ま
ご
こ
ろ
こ
め
て
歓
迎
す
る
よ

う
準
備
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
市
民
の
皆
様
に
は
絶
大
な
る

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

－615－
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夫
婦
も
親
子
も
兄
弟
も
家
族
〃
も
の
と
お
金
を
た
い
せ
つ
に

み
ん
な
が
、
愛
情
と
信
頼
に
結
し
よ
う
″
で
話
し
あ
い
の
テ
ー

ば
れ
た
家
庭
こ
そ
幸
福
の
源
泉
マ
は
〃
買
い
も
の
の
計
画
、
一

で
あ
り
人
生
の
オ
ア
シ
ス
で
す
年
の
反
省
″
で
す
。

い
つ
も
忙
し
い
生
活
に
迫
わ

・

襖

八

・

．
・

．。

．

俳
雛
鰄
鴻
騨
職
織
郡
職
い
け
強
一
正

押

蹄

い

が

部

・串

●

Ⅷ
．
脾
部

。

．

？

．

ｅ

酬聖

維

脾

印

哉
叩

．

．
叩

強

い

噸

恥恥哩

印

郡

叩、

そ
こ
で
心
の
触
れ
あ
う
機
会
を
・
１
１
ゞ
：
〃

も
ち
明
る
く
楽
し
い
家
庭
づ
く

成
人
式

り
の
日
と
し
て
、
毎
月
矛
三
日

曜
日
を
「
家
庭
の
日
」
と
し
て
一
月
十
五
日
、
午
前
十
時
三

定
め
て
い
ま
す
。
十
分
か
ら
高
萩
中
学
校
体
育
紺

「
家
庭
の
日
」
に
は
、
家
族
み
に
お
い
て
市
主
催
に
よ
る
成
人

ん
な
が
楽
し
象
話
し
あ
う
機
会
式
を
行
な
い
ま
す
。

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
該
当
者
は
、
昭
和
二
十
六
年

矛
三
日
曜
日
に
「
家
庭
の
日
」
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
七
年

が
で
き
な
い
と
き
は
、
都
合
の
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

よ
い
日
を
き
め
て
毎
月
一
回
は
で
す
。

必
ず
「
家
庭
の
日
」
を
実
施
し
ま
招
待
状
は
年
賀
は
が
き
で
市

し
よ
う
。
内
在
住
の
人
に
は
送
り
ま
し
た

十
二
月
の
生
活
の
ね
ら
い
は
が
、
当
日
帰
省
し
て
来
る
人
、

二
打
咋
叱
心
伊
℃
恥
泪
Ｆ
い
い
〃
叩
恥
狙
呼
叩
北
畑
略
も
Ｊ
℃
弛
服
咋
丸
佃
印
叩
丸
心
伊
甜
凸
い
い
別
印
し
ｈ
ｆ
叫
叱
肥
剛
叱
咀
印
叩
叱
心
祁
や
叱
把
Ｆ
や
１
即
ち
恥
佃
呼
心
北
叩
咋
乢
沮
駅
叩
ｈ
伽
℃
叱
心
叫
恥
個
肛
形
北
卯
叱
允
〃
略
扣
俶
叱
小

治
年
ま
を
て
や
。

筑
波
山
と
海
を
象
徴
す
る
群

明
今
り
日
し
花
か

く
』
た
の
と
忌
す
青
の
地
色
に
イ
バ
ラ
キ
の
文
字

謹
岨
唾
痙
則
州
歴
を
組
み
合
わ
せ
た
県
章
と
と
も

が
月
目
れ
の
。
の
存
に
昭
和
虹
年
に
定
め
ら
れ
ま
し

媒
、
陣
そ
民
す
媒
だ
た
。 １

Ｊ
二
Ｉ
Ｘ
Ｉ
旧
１
二
一
４

毎
月
第
三
日
曜
日
は

『
家
庭
の
日
」
で
す

茨城県 茨城県が誕生（明治

4年11月13日）今年
（

塾生1凹毎騨轆蕊艦
「県民の日」 として

います。

茨城県の放､木､花や

烏をご存じですか。

太陽とみどりの

あすへ前進しよう

旧
軍
人
傷
病
者
に

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

特
別
恩
給
を
支
給

で
す
。招

待
状
は
年
賀
は
が
き
で
市
旧
叩
人
、
旧
準
耶
人
で
あ
つ

内
在
住
の
人
に
は
送
り
ま
し
た
た
者
で
不
具
廃
疾
、
ま
た
は
傷

か
、
当
日
帰
省
し
て
来
る
人
、
病
の
程
度
に
応
じ
て
年
金
と
し

ｐ
Ｌ
Ｏ
ｆ
い
Ｌ
６
Ｐ
Ｐ
Ｌ
ｐ
■
Ｆ
ｐ
Ｌ
８
ｆ
Ｂ
Ｌ
８
Ｆ
Ｐ
Ｌ
■
■
Ｏ
Ｐ
Ｌ
日
画
Ｐ
ｂ
９
ｐ
Ｄ
０
ｐ
■
ｒ
Ｄ
Ｂ
■
ｐ
ｂ
Ｂ
８
ｒ
Ｐ
Ｌ
』
■
・
や
Ｌ
ｐ
Ｂ
ｒ
ｐ
Ｌ
』
Ｉ
ｃ
ｂ
Ｌ
６
ｒ
心
。
■
■
ｒ
中
も
Ⅱ
Ｐ
ら
Ｌ
ロ
ー
‐
ｐ
■
ロ
■
画
Ｐ
１
Ｉ
‐
ひ
も
■
Ｉ
ｂ
Ｌ
９
，
ｐ
ｂ
８
Ｆ
ひ
も
ロ
９
口
ｐ
Ｌ
１
Ｄ
ｐ
も
０
画
か
も
０
。
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１

県の旗

箪
認
…
…
…
：

旧
金
鶉
勲
章

叙
賜
者
に
銀
杯

旧
金
鶏
勲
章
叙
賜
一
時
賜
金

受
給
者
（
昭
和
十
五
年
四
月
二

十
九
日
付
で
金
鶏
勲
章
を
叙
賜

さ
れ
、
賜
金
国
庫
債
券
を
受
給

し
た
者
）
で
、
昭
和
三
十
八
年

四
月
一
日
に
お
い
て
生
存
し
て

い
た
者
に
特
別
の
措
置
と
し
て

銀
杯
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
該
当
者
は
、
市

福
祉
事
務
所
へ
申
請
し
て
く
だ

シ
些
一
、
１
０

ま
た
は
招
待
状
が
届
か
な
か
っ

た
人
は
市
教
育
委
員
会
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
直
接
会

場
へ
行
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。〃

う
め
〃
は
冬
の
浦

に
耐
え
て
春
に
さ
き

そ
な
花
を
咲
か
せ
る

広
く
分
布
し
て
い
る

ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

県 ）木
鱸

や
雪
な
ど

か
け
て
盾

県
内
に

と
こ
ろ
か

ス
キ
ー
教
室
の
開
設

市
民
の
体
力
つ
く
り
及
び
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
一
環
と
し
て
恒

例
の
ス
キ
ー
教
室
を
開
設
し
ま

す
。期

日
二
月
六
、
七
、
八
日

場
所
福
島
県
国
設
猪
苗
代
ス

キ
ー
場

負
担
金
五
千
円

〃
器
側
叩
丸
仙
い
恥
Ⅳ
功
北
川
吟
北
川
や
血
Ⅳ
Ｌ
北
川
咋
乢
Ｊ
略
恥
〃
叩
允
〃
き
〃
恥
叱
川
吊
乢
Ⅲ
い
、
Ⅱ

〃
い
ば
ら
き
″
の
県
名
は
常
陸

風
土
一
記
の
〃
い
ば
ら
″
か
ら
生

ま
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

県
に
は
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま

す
が
特
に
き
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。

て
特
別
傷
病
恩
給
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

支
給
条
件
と
し
て
は
、
昭
和

十
六
年
十
二
月
八
日
か
ら
昭
和

二
十
年
十
一
月
三
十
日
（
昭
和

二
十
年
九
月
二
日
以
後
、
引
き

続
き
海
外
に
い
て
復
員
し
者
に

つ
い
て
は
そ
の
復
員
の
日
）
ま

で
の
間
に
本
邦
、
樺
太
、
千
島

列
島
、
朝
鮮
、
台
湾
ま
た
は
満

州
に
お
い
イ
、
そ
の
職
務
に
関

連
し
て
負
傷
、
疾
病
に
か
か
っ

た
場
合
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

年
金
額
、
請
求
手
続
き
な
ど

く
わ
し
い
こ
と
は
市
福
祉
事
務

所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

県の花
認酎

E 簿

！驚譲
士
澤
鍾

齢
錘

ﾆゴ ､二

）
会
長
）
か
ら
十
万
円
贈
ら
れ
ま
◎
ま
ず
し
い
家
庭
に
と
島
名
佐
一

一
し
た
。
中
央
公
民
舘
図
書
室
に
藤
展
子
さ
ん
よ
り
三
千
円
一

一
季
函
蓉
御
酒
痙
舞
垂
れ
天
活
用
本
紙
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
申
し

Ｊ
１

口
ｌ
‐
堅
』

一
Ｅ
赤

一
、
高
萩
ロ
－

に
メ
ガ
ネ
が

モ
タ
リ
ー
‐
ク
ラ

ー
ブ
（
石
平
衛

）
会
長
）
か
ら

家

一

こ

。

ワー〆
干

~△-～､今〆マー』

）に生眠＠

I1 メ活鏡敬
〔ガ保店老
ネ護への』

雲謎
賊解り

卜ＰＰＩ‘４ぐぐｊいやＩ４ｑ９ｊ少

市
役
所
年
末
年
始

休
日
の
お
知
ら
せ

市
の
し
ご
と
は
．
十
二
月
二

十
九
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で
体

〃
ひ
ば
り
〃
は
益
鳥
と
し
て
広

く
生
息
し
日
本
一
の
麦
を
生
産

し
て
い
る
本
県
の
烏
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
昭
和
抑

隼
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

県の烏 参
加
資
格
市
内
に
住
居
す
る

勤
労
青
少
年
者

募
集
人
員
五
○
名
（
先
着
順
）

申
込
期
間
一
月
十
日
か
ら

一
月
二
十
二
日
ま
で

指
導
員
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

公
認
指
導
員

間
合
せ
申
込
先

高
萩
市
教
育
委
員
会；

Ｐ
ｐ
ｌ
４
４
ｑ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
ｒ
Ｉ
Ｉ
■
４
４
Ｊ
ト
レ
や
１
４
４
４
Ｊ
ト
レ
ｒ
１
４

日
、
大
和
町
フ
ジ
ャ
、
あ
ゆ
ゑ
の
箱
（
身
体
障
害
者
一

善
意
あ
り
が
と
う

’

援
助
）
に
高
萩
青
年
会
議
所
か

ら
四
、
四
八
二
円
◎
高
萩
中
学

校
（
教
員
生
徒
）
か
ら
房
総
水

み
ん
な
で
唄
お
う

茨
城
国
体
音
頭

茨
城
国
体
を
記
念
し
て
、
国

体
音
頭
「
わ
し
が
茨
城
」
（
唄

三
橘
美
智
也
・
・
倍
償
千
恵
子
）

が
で
き
ま
し
た
。
県
民
み
ん
な

で
愛
咄
し
ま
し
ょ
う
。

レ
コ
ー
ド
を
ご
希
望
の
方
は

一
枚
四
百
円
で
頒
布
し
て
い
ま

す
の
で
、
市
役
所
内
国
体
事
務

局
ま
で
早
め
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。国

体
マ
ー
ク
の
使
用
は

許
可
を
受
け
て
か
ら

四
十
九
年
に
茨
城
県
で
開
催

さ
れ
る
国
体
の
マ
ー
ク
を
商
業

上
の
販
売
、
広
告
宣
伝
等
に
つ

い
て
使
用
す
る
場
合
は
、
国
体

茨
城
県
実
行
委
員
会
の
許
可
が

必
要
で
す
。
今
後
国
体
の
マ
ー

ク
を
使
用
す
る
場
合
は
、
国
体

高
萩
市
実
行
委
員
会
（
国
体
事

務
局
）
へ
連
絡
し
て
許
可
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
婚
姻
、
出
生
、
死
亡

届
に
限
り
宿
日
直
者
か
常
時
受

付
け
い
た
し
ま
す
。

③ ’
1国

体
だ
よ
り

一一

笙
月
年
会
議
所
か

一
円
◎
高
萩
中
学

ら
か
ら
房
総
水
一

害
見
舞
金
と
し
－

て
一
四
、
○
八
一

八
円
季
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一
子
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